
取組内容

こうした状況を踏まえ令和３年度より『冬期休暇』を導入

　・現場作業員２２名が一斉に５日間の冬期休暇を実施
　・時期は毎年２月３日（節分）前後からの５日間
　　（今年度はＲ５年２月１日（水）から５日間）

成果
　・生産性の向上
　・会社のイメージアップ
　・離職率の低減

今後の課題
　・積雪が少ない年は現場作業が可能であるため、
　　冬期休暇中に出勤し振り替え対応する作業員もいる

就業者が希望するライフスタイルに合わせた多様な働き方等取組事例

事業体名：㈱たなべたたらの里

区分 　休暇（冬期休暇）

背景、課題
・造林等の作業地は雲南市吉田町が中心
・１～２月は積雪が多く、現地までの往来を含め雪かき作業に多大
な時間がかかり作業効率が悪い

雪かきで作業がはかどらない・・・ 『冬期休暇』 で一家団らん


